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解答・解説　あさがおの みずやり とうばん（1年・ものがたり文）

この話はフィクションです。実在の人物・団体とは関係ありません。

問1　イ
もん

二つ目の だんらくに「くたりと 下を むいて います」と かいて あります。はっぱが げんきを なくして いる ようすです。
ふた め した

問2　ウ
もん

三つ目の だんらくに「ゆいさんは、かぜで お休みです」と かいて あります。
みっ め やす

問3　みずやり とうばん
もん

はじめの だんらくに「はるとの みずやり とうばんの 日です」と かいて あります。
ひ

「とうばん」まで かいて いれば ○です。

問4　（れい）二つの はちが げんきに なったから。
もん ふた

さいごの だんらくに「二つの はちの はっぱが、ぴんと 上を むいて いました」と かいて あります。ゆいさんの はちも げんきに なった ことが かけて いれば ○です。
ふた うえ
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